
支
部
長
会
議
（
総
会
）
報
告

支
部
例
会
成
績

田
村
健
太
朗
氏
（
写
真
道
展
審
査
会
員
）
ご
逝
去

編
集
後
記

　

情
報
発
信
と
し
て
大
切
な
会
報
を
1
4
0
号
か
ら

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
原
稿
や
写
真
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す
。�

田
本
、
香
取

良
い
審
査
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

作
品
発
表
後
、
1
部
3
席
で
類
似
作
品
が
判
明

し
、
取
消
を
行
い
ま
し
た
。
応
募
の
際
「
二
重

応
募
」「
類
似
作
品
」
に
つ
い
て
は
十
分
に
注
意

さ
れ
ま
す
よ
う
、
応
募
者
へ
の
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

③
事
業
報
告
（
大
平
事
務
局
長
）

第
65
回
写
真
道
展
公
募
展
は
札
幌
（
入
館
者

3
、
４
６
５
名
）
を
皮
切
り
に
全
道
15
会
場
で

開
催
。「
２
０１

８
年
北
海
道
写
真
協
会
支
部
長

会
議
」「
第
65
回
記
念
写
真
道
展
表
彰
式
」「
祝

賀
会
」
を
5
月
20
日
に
開
催
。「
道
写
協
会
報
」

１
３
７
〜
１
３
９
号
発
行
。
審
査
員
の
派
遣
3

支
部
、
年
度
賞
楯
の
申
請
は
12
支
部
。

二
、
道
写
協
決
算
報
告
（
瀧
野
、
阿
部
会
務
委
員
）

決
算
報
告
で
は
、
会
員
数
の
減
少
に
よ
る
収
入

減
の
対
策
が
急
務
と
の
発
言
が
会
計
か
ら
成
さ

れ
ま
し
た
。

◉�

第
65
回
記
念
事
業
特
別
会
計
報
告
（
森
副
会
長
）

第
65
回
記
念
事
業
で
特
別
会
計
か
ら
支
出
し
た

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
収
支
に
問
題
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
計
監
査
報
告
（
川
原
監
査
委
員
）

◉�

関
係
帳
簿
、
通
帳
、
領
収
書
等
を
照
合
し
た
結

果
、
適
正
か
つ
正
確
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

と
の
報
告
あ
り
ま
し
た
。

三
、
事
業
計
画
（
大
平
事
務
局
長
）

第
66
回
写
真
道
展
作
品
展
（
札
幌
）
は
道
新

ぎ
ゃ
ら
り
ー
、D

O
-BOX

に
て
開
催
中
。
以
後

14
会
場
を
巡
回
。「
２
０１

９
年
審
査
会
員
・
会

友
作
品
展
」
5
月
23
〜
28
日
道
新
ぎ
ゃ
ら

し
て
、
北
海
道
の
写
真
文
化
に
と
て
も
大
き
な
貢

献
を
し
て
き
ま
し
た
。
道
新
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も

皆
様
と
一
緒
に
写
真
文
化
の
向
上
に
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
支
部
長
の
紹
介
後
、
議
長
選
出
で
室
蘭
支

部
長
の
佐
々
木
曻
氏
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

一
、
事
業
報
告

①
各
委
員
会
、
会
議
報
告

◎
写
真
協
会
関
係
（
大
平
事
務
局
長
）

役
員
会
5
回
、
企
画
委
員
会
1
回
、
又
拡
大
企

画
会
議
2
回
行
い
、
今
後
の
道
写
協
・
写
真
道

展
の
現
状
と
課
題
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。

◎
写
真
道
展
関
係
（
大
平
事
務
局
長
）

年
4
回
の
定
例
実
行
委
員
会
、
第
66
回
写
真
道

展
審
査
会
の
開
催
と
審
査
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

審
査
は
、
審
査
委
員
長
に
加
賀
谷
重
雄
氏
（
札

幌
）、
招
待
審
査
員
に
岩
井
直
樹
氏
（
札
幌
）
を

迎
え
3
月
2
・
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

か
ら
第
4
部
「
学
生
の
部
」
を
新
設
し
、
公
募

展
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

②
第
66
回
写
真
道
展
審
査
報
告（
瀧
野
実
行
委
員
長
）

公
募
の
出
品
数
は
5
、
１
３
７
点
、
出
品
者

４０４


名
（
支
部
会
員
１
７
１
名
42
％
）
今
回

か
ら
各
部
10
点
以
内
に
応
募
制
限
を
し
ま
し
た

が
、
応
募
者
・
点
数
で
は
影
響
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
入
賞
・
入
選
点
数
２
７
０
点
、
実

質
入
選
者
は
１
８
４
名
31
％
、
女
性
は
46
名
、

初
入
選
31
名
で
し
た
。
学
生
の
部
は
3
点
以
内

の
応
募
制
限
で
減
数
を
み
ま
し
た
が
、
効
率
の

　

5
月
19
日
（
日
）
北
海
道
新
聞
社
会
議
室
で
、

令
和
元
年
度
支
部
長
会
議
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
に
は
22
支
部
長
が
参
加
、
武
藤
省

吾
顧
問
か
ら
「
昨
年
本
郷
会
長
が
急
逝
し
、
私
が

会
長
代
行
と
し
て
本
支
部
長
会
議
ま
で
執
行
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
会
員
の
高
齢
化
と

会
員
数
の
減
少
は
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
道
写
協
、
写
真
道
展
の
抜
本
的
改
革

の
必
要
性
か
ら
拡
大
企
画
会
議
を
2
回
開
き
、
今

支
部
長
会
議
で
改
革
案
を
提
案
す
べ
く
論
議
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
結
論
に
至
ら
ず
断
念
し
ま
し

た
。
次
期
新
役
員
に
継
続
審
議
と
し
て
委
ね
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
審
査
会

員
、
会
友
の
退
会
が
多
く
重
な
り
組
織
体
制
の
危

機
を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
日
の
支
部
長
会
議
で
活

発
な
提
言
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
北
海
道
新
聞
社
事
業
セ
ン
タ
ー
事
業

委
員
の
塩
野
谷
泰
宏

氏
か
ら
「
役
員
、
支

部
長
の
皆
様
に
は
日

頃
の
活
動
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
30
年
程
前
に
道

写
協
の
担
当
を
し
た

こ
と
が
あ
り
懐
か
し

く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
道
新
と
道
写
協

と
は
写
真
道
展
を
通

り
ー
。「
令
和
元
年
北
海
道
写
真
協
会
支
部
長
会

議
」「
第
66
回
写
真
道
展
表
彰
式
」
を
5
月
19
日

に
開
催
。
道
写
協
会
報
発
行
（
１４０


〜

１４

２
号
）
審
査
会
員
支
部
派
遣
、
支
部
年
度

賞
授
与
は
継
続
実
施
。

第
67
回
写
真
道
展
の
応
募
受
付
は
令
和
2
年
2

月
1
〜
10
日
、
審
査
は
同
年
2
月
29
〜
3
月
1

日
。「
第
67
回
写
真
道
展
」
5
月
14
〜
19
日

「
２
０
２
０
年
度
審
査
会
員
・
会
友
作
品
展
」
5

月
21
〜
26
日
両
展
会
場
道
新
ぎ
ゃ
ら
り

四
、
令
和
元
年
会
計
予
算
（
瀧
野
、阿
部
会
務
委
員
）

会
計
予
算
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
第
65
回
写
真
道
展
・
作
品
集
会
計
報
告

（
小
室
、
五
東
実
行
委
員
）
支
部
長
会
議
席
上

で
、
写
真
道
展
・
作
品
集
の
会
計
報
告
が
行
わ

れ
、
問
題
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉�

質
疑
応
答　

支
部
か
ら
の
主
な
質
問
と
要
望
の

回
答
で
す
。

「
支
部
年
度
賞
の
贈
呈
内
容
に
つ
い
て
」

支
部
年
度
賞
贈
呈
は
、
会
員
10
名
以
上
は
1
万

円
、
9
名
以
下
は
5
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
例
会
以
外
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
お
い

て
も
同
様
の
取
扱
い
で
、
年
1
回
の
み
の
申
請

で
す
。

「
記
念
回
の
表
彰
に
つ
い
て
」

記
念
回
で
の
功
労
賞
、
感
謝
状
の
表
彰
は
特
別

な
も
の
で
は
な
く
毎
回
行
っ
て
い
る
表
彰
と
同

一
で
す
。

「
学
生
の
部
の
応
募
点
数
3
点
以
内
は
厳
し
い
の
で

は
」応

募
作
品
の
大
幅
な
減
数
と
な
り
ま
し
た
が
、

審
査
の
効
率
化
と
応
募
者
の
選
択
の
意
識
向
上

が
見
ら
れ
ま
す
。

「
記
念
回
に
お
け
る
審
査
委
員
長
の
招
聘
に
つ
い

て
」（
要
望
）

記
念
回
で
の
著
名
な
写
真
家
の
招
聘
は
、
審
査

だ
け
で
は
な
く
講
演
会
又
は
表
彰
式
参
列
に
つ

い
て
も
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
ほ
し
い

「
会
友
へ
発
送
し
て
い
る
会
報
の
取
扱
い
」

支
部
長
の
要
望
で
、
会
友
個
人
に
発
送
し
て
い

る
「
会
報
」
は
、
１４０


号
か
ら
支
部
発
送
の

中
に
同
封
し
ま
す
。

追
悼
　
　
田
村
健
太
朗
先
生
！

　

今
年
の
3
月
12
日
、
家
族
旅
行
中
突
然
の
体
調
不
良

に
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
89
歳
で
し
た
。

　

田
村
先
生
の
訃
報
の
知
ら
せ
は
、
家
族
葬
を
終
え
て

自
宅
へ
帰
ら
れ
た
14
日
の
お
昼
頃
で
し
た
。
信
じ
ら
れ

な
い
驚
き
と
悲
し
み
の
交
錯
し
た
中
で
、
弔
問
に
伺
い

例
会
で
も
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
2
月
の
例
会
で

は
、
元
気
な
お
姿
で
現
在
の
写
真
に
対
す
る
想
い
を
熱

く
語
っ
て
く
れ
て
い
た
お
姿
が
、
今
も
浮
か
び
ま
す
。

只
々
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
、
美
瑛
町
で
仲

間
の
勧
め
で
写
真
に
出
会

い
、
以
後
道
写
協
旭
川
支

部
創
設
と
同
時
に
入
会
。

志
賀
先
生
と
共
に
活
躍
。

支
部
の
活
動
で
は
「
支
部

旭　

川　
支
部
長　

白
鳥
敏
昭

▽
3
月
例
会
（
14
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
②
小
山
満
③
池
永
靖
子
④
佐
藤
繁
雅
⑤
佐
藤
祐
子

（
入
選
）
森
田
正
義
・
吉
田
祥
子
二
点

白
鳥
敏
昭
・
宮
野
和
子
二
点
ほ
か

▽
4
月
例
会
（
11
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
③
吉
田
清
治
郎
②
吉
田
祥
子
④
上
平
秀
美
⑤
森
田

正
義
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
・
吉
田
祥
子

宮
野
和
子
二
点
・
池
永
靖
子
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
9
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
⑤
小
山
満
②
森
田
正
義
③
山
崎
厳
④
佐
藤
祐
子

（
入
選
）
森
田
正
義
・
臼
田
忠
雄

宮
崎
哲
夫
・
山
本
義
則
二
点
ほ
か

▽
6
月
例
会
（
13
日　

馬
場
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
吉
田
祥
子
②
浦
島
寛
③
森
田
正
義
④
臼
田
忠
雄
⑤

小
山
満
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
・
浦
島
寛

吉
田
祥
子
・
森
田
正
義
・
宮
野
和
子
二
点
ほ
か

札　

幌　
支
部
長　

山
形
典
夫

▽
4
月
例
会
（
19
日　

山
下
智
審
査
会
員
選
考
）

報
の
発
行
」
を
手
掛
け
仲

間
と
の
交
流
を
図
る
。
自

身
は
「
白
鳥
」「
ア
オ
サ

ギ
」「
大
雪
の
山
」
そ
し
て

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
に
魅
せ
ら

れ
活
躍
。
ま
た
、「
富
士
コ

ン
」
で
は
大
賞
を
受
賞
し

各
地
で
作
品
展
を
開
催
。

　

道
写
協
で
は
各
種
大
臣

賞
受
賞
、
審
査
会
員
、
審

査
委
員
長
を
2
度
歴
任
さ

れ
支
部
は
も
と
よ
り
本
部

で
も
大
い
に
活
躍
し
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
よ
り
の
ご
冥
福
を
会
員
の
皆
様
と
共
に
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

�

（
写
真
道
展
審
査
会
員　

馬
場
和
美
）

①
安
田
敏
彦
②
朝
日
美
幸
③
今
明
美
④
古
川
敬
子
⑤
米
澤
三
千

代
⑥
渡
辺
勝
⑦
浦
崎
毅
子
⑧
飯
高
光
紀
⑨
朝
日
均
⑩
藤
田
昌
宏

▽
5
月
例
会
（
17
日　

武
藤
省
吾
道
写
協
顧
問
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
澤
田
一
夫
③
浦
崎
毅
子
④
渡
辺
勝
⑤
尾
張
一
博

⑥
林
繁
造
⑦
今
明
美
⑧
藤
田
昌
宏
⑨
朝
日
均
⑩
脇
田
健
司

▽
6
月
例
会
（
21
日　

長
谷
川
純
一
特
別
講
師
）

①
渡
辺
勝
②
安
田
敏
彦
③
浦
崎
毅
子
④
林
繁
造
⑤
坂
本
千
恵
子

⑥
飯
高
光
紀
⑦
難
波
江
⑧
大
野
信
子
⑨
今
明
美
⑩
原
禎
子

室　

蘭　
支
部
長　

佐
々
木　

曻

▽
3
月
例
会
（
22
日　

審
査
互
選
）

①
成
田
正
利
②
大
坪
恵
子
・
齋
藤
ま
す
み
③
田
村
謙
次
・
今
井

富
夫
・
蒲
野
進
（
入
選
）
鳥
海
政
史
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
24
日　

中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
田
村
謙
次
②
成
田
正
利
③
齋
藤
ま
す
み
・
太
田
秀
樹
・
大
坪

恵
子
（
入
選
）
吉
井
良
平
・
森
美
津
雄
ほ
か

▽
平
成
30
年　

年
度
賞

①
田
村
謙
次
②
齋
藤
ま
す
み
③
太
田
秀
樹
④
成
田
正
利
⑤
鳥
海

政
史
⑥
蒲
野
進
⑦
今
井
富
夫
⑧
尾
形
和
雄
・
佐
藤
俊
晴
⑩
大
坪

恵
子余　

市　
支
部
長　

一
戸
弘
利

▽
3
月
例
会
（
16
日　

審
査
互
選
）

①
②
④
石
岡
誠
三
②
③
塩
野
謙
造
③
④
谷
橋
誠
子
④
後
藤
芳
江

▽
5
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
⑥
⑧
⑨
石
岡
誠
三
②
青
木
延
広
③
⑥
谷
橋
誠
子
④
⑤
小
野
寺

宏
弥
⑦
⑨
塩
野
謙
造
⑦
後
藤
芳
江

小　

樽　
支
部
長　

川
原
静
雄

▽
5
月
例
会
（
8
日　

小
泉
和
子
審
査
会
員
選
考
）

①
⑤
一
條
周
一
②
嵯
峨
秋
雄
③
松
居
秀
昭
④
根
本
辰
男

▽
7
月
例
会
（
3
日　

川
原
静
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
嵯
峨
秋
雄
②
⑤
一
條
周
一
③
根
本
辰
男
④
松
居
秀
昭

函　

館　
支
部
長　

松
山
浩
司

▽
1
月
例
会
（
23
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
②
渡
部
啓
二
②
荒
木
憲
幸
③
小
池
貞
子
・
七
崎
美
雪

（
入
選
）
宗
山
和
夫
・
岩
佐
敏
子
・
松
山
浩
司
・
佐
藤
眞
奈
美
・

圡
田
多
江
子
・
岩
本
一
志
ほ
か

▽
3
月
例
会
（
27
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
岩
佐
敏
子
・
渡
部
啓
二
②
小
池
貞
子
③
荒
木
憲
幸

圡
田
弘
志
（
入
選
）
宗
山
和
夫
・
岩
本
一
志
・
佐
藤
眞
奈
美
・

菅
野
博
也
・
圡
田
多
江
子
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
22
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
松
山
浩
司
②
圡
田
弘
志
③
菅
野
博
也
・
圡
田
多
江
子
（
入

選
）
岩
佐
敏
子
・
荒
木
憲
幸
・
八
木
橋
修
悦
・
宗
山
和
夫
ほ
か

留　

萌　
支
部
長　

﨑
出
恒
夫

▽
4
月
例
会
（
14
日　

審
査
互
選
）

①
②
③
松
葉
師
正
③
畑
忠
幸
④
川
上
正
己
⑤
崎
出
恒
夫

▽
5
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
加
藤
美
佳
①
②
崎
出
恒
夫
①
②
畑
忠
幸

▽
6
月
例
会
（
9
日　

審
査
互
選
）

①
③
松
葉
師
正
①
畑
忠
幸
②
③
澤
岡
政
江
③
川
上
正
己

▽
7
月
例
会
（
7
日　

審
査
互
選
）

①
①
加
藤
美
佳
②
③
畑
忠
幸

栗　

山　
支
部
長　

黒
田
幸
則

▽
6
月
例
会
（
28
日　

審
査
互
選
）

①
②
中
島
武
士
②
③
敦
賀
千
恵
子
③
斎
藤
優
子

黒
田
幸
則
（
入
選
）
斎
藤
優
子
・
中
島
武
士
ほ
か

恵　

庭　
支
部
長　

西
澤　

實

▽
5
月
例
会
（
13
日　

審
査
互
選
）

①
田
中
康
夫
②
佐
野
ミ
ヨ
③
吉
村
剛
・
菅
井
正
俊

神
能
俊
行
⑥
菅
原
恵
子
⑦
中
岡
正
美
・
吉
村
登
美
子

中
村
忠
司

▽
6
月
例
会
（
10
日　

審
査
互
選
）

①
菅
原
恵
子
②
西
澤
實
③
加
藤
憲
秋
・
吉
村
登
美
子
⑤
中
岡�

正
美
⑥
佐
野
ミ
ヨ
・
村
井
正
人
・
菅
原
正
俊

田
中
康
夫
・
吉
村
剛

▽
7
月
例
会
（
8
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
加
藤
憲
秋
②
田
中
康
夫
③
村
井
正
人
④
吉
村
登
美
子
⑤
五
東

建
夫
⑥
西
澤
實
⑦
神
能
俊
行
⑧
菅
原
恵
子
⑨
佐
野
ミ
ヨ

釧　

路　
支
部
長　

石
川　

隆
▽
5
月
例
会
（
9
日　

奥
野
時
夫
審
査
会
員
選

考
）

①
長
尾
芳
文

②
中
嶋
淳
一

③
蛯
名
昇

④
北
野
宏
幸

⑤
林
田
定
昭

⑥
高
橋
米
子

▽
7
月
例
会
（
11
日　

工
藤
二
男
審
査
会
員
選

考
）

①
橋
本
憲
一
②
高
橋
米

子
③
松
坂
正
彦
④
長
尾
芳
文
⑤
片
平
信
之
⑥
冨
田
智
春

撮
影
会
（
6
月
11
日　

片
村
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
蛯
名
昇
②
中
嶋
淳
一
③
橋
本
憲
一
④
松
坂
正
彦
⑤
石
川
隆
⑥

高
橋
米
子

岩
見
沢　
支
部
長　

鈴
木
佳
夫

▽
5
月
例
会
（
8
日　

審
査
互
選
）

①
中
神
由
美
子
・
中
川
昌
子
③
松
本
久
子
④
友
広
茂
夫
・
鈴
木

佳
夫

▽
6
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
④
中
川
昌
子
②
中
神
由
美
子
③
輪
島
礼
子
④
山
崎
正
義

▽
7
月
例
会
（
10
日　

審
査
互
選
）

①
④
中
川
昌
子
②
③
岩
井
郁
美
④
木
村
克
己

道写協
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海
道
写
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協
会

事
務
局
■
札
幌
市
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大
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6
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新
文
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事
業
社
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支部長会議風景

5月例会1位「季節はずれ」� カラー長尾芳文

授　与
道新文化事業社社長
　山崎　隆志氏

受　賞
写真道展大賞
　水谷　晃さん

表彰式風景
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顧
　
　
　
問　

�

五
十
嵐
正
剛　
加
藤　
利
器�

武
藤　
省
吾

会
　
　
　
長　
中
野　
潤
子

副
　
会
　
長　
西
澤　
　
實　
田
嶋　
英
夫

会
務
委
員　

�

山
下　
　
智　
瀧
野　
邦
安　

�

田
本　
　
實　
川
原　
静
雄　

�

香
取　
征
子

事
務
局
長　
河
江　
利
幸

事
務
局
次
長　
福
島　
恵
里

事
務
局
員　
秋
庭　
彰
徳

監
査
委
員　
水
野　
信
治　
壬
生　
賢
哉

�

（
六
月
二
十
日　
第
一
回
役
員
会
を
終
え
て
）

平成30年度写真協会一般会計決算報告（平成30年5月1日〜平成31年4月30日）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 内　　　訳
繰　越　金 137,579 137,579 前年度繰越金

年　会　費 1,943,000 1,820,000 △123,000 審査会員46名（新1名）、会友67名（新6名）会員297名
入　会　金 28,500 37,500 9,000 新入会員25名
登　録　料 105,000 120,000 15,000 審査会員1名　会友6名
諸　収　入 21 100,002 99,981 銀行利息2円　特別会計100,000
収 入 合 計 2,214,100 2,215,081 981

収入

収入合計－支出合計 267,973 次年度繰越金

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 内　　　訳

事　業　費 500,000 434,915 △65,085
道展巡回展（18万）公募保管料（9.8万）
支部年度賞・奨励賞等楯（13万）
表彰式関係他（3万円）

印　刷　費 300,000 293,436 △6,564 道写協ニュース年3回（25.5万）封筒他（3万）

会　議　費 320,000 372,711 52,711
支部長会議（25.5万）
各種会議・宿泊費（10万）

人　件　費 20,000 20,000 0 ホームページ費（2万）

交　通　費 280,000 237,740 △42,260 各会議・役員会・企画会議等（20万）支部審査員派遣旅費・要項検討委員会他（4万）
通　信　費 180,000 120,563 △59,437 郵送費、切手、電話代
事　務　費 100,000 116,801 16,801 事務連絡費、コピー事務用品一式
慶　弔　費 30,000 85,006 55,006 弔電、香典、見舞金
雑　　　費 20,000 15,936 △4,064 振込み手数料他
積　立　金 200,000 0 △200,000 記念事業積立金
予　備　費 14,100 0 △14,100 巡回展箱代他
繰り出し金 250,000 250,000 0 写真道展へ
支 出 合 計 2,214,100 1,947,108 △266,992

支出

特別会計積立金
　前年度繰越金　1,000,145＋利息4－第65回記念事業525,359＝474,790（70回展へ積立）

 

令
和
元
年
五
月
〜
令
和
三
年
五
月

�

役
員
（
敬
称
略
）

　
写
真
協
会
の
発
展
を
願
っ
て�

�

中
野　
潤
子

　
緑
濃
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
よ
う
な
責
の
重
い

任
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
巨
大
な

遺
産
を
綴
っ
て
、
今
日
に
至
っ
た
写
真
協
会
の
遺
産

を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
負
担
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
時
代
が
急
激
に
変
化
を
続
け
、

先
が
見
え
な
い
程
の
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
新
た
な
光
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
会
員
の

減
少
が
続
き
、
協
会
の
基
本
が
ぐ
ら
つ
き
始
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、
発
展
の
道
は
迷

路
に
は
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
本
協
会
の
最
大
の
事
業

で
あ
る
「
写
真
道
展
」
も
ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
中
、
新
た
な
副
会
長
や
事
務
局

長
、
会
務
委
員
と
も
ど
も
共
催
の
北
海
道
新
聞
社

の
ご
高
配
を
頂
き
な
が
ら
、
何
と
か
迷
路
か
ら
の
脱

出
を
は
か
ろ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
に
て
が
け
た
い
こ
と
は
、
総
会
の
日
程
の

変
更
で
す
。
従
来
の
日
程
は
、
写
真
道
展
の
終
盤

に
総
会
に
代
わ
る
支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

る
た
め
、
総
会
に
提
出
さ
れ
る
事
業
報
告
や
事
業

案
・
決
算
書
な
ど
実
際
と
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
写
真
道
展
の
決
算
書
は
前
年
度

に
実
施
済
の
も
の
で
あ
り
、
予
算
案
は
、
支
部
長

会
議
の
数
日
後
に
は
事
業
が
終
了
す
る
も
の
で

す
。
道
写
協
の
事
業
案
も
ま
た
し
か
り
で
す
。
こ

お
願
い

　
※
①
〜
⑤
は
左
記
担
当
者
へ
連
絡
、
依
頼
を

①
会
費
納
入　
川
原
　
静
雄

②
支
部
年
度
賞　
西
澤
　
　
實

③
新
会
員
の
会
員
証
・
バ
ッ
チ　
田
嶋
　
英
夫

④
支
部
成
績　
田
本
　
　
實

⑤
審
査
会
員
の
支
部
派
遣　
山
下
　
　
智

新
審
査
会
員
　『
私
の
抱
負
』

本
紹
介 �

　
写
真
を
始
め
て
よ
き
師
、
よ
き
仲
間
と
の
貴
重

な
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
道
写
協
札
幌
支
部
例
会
で

の
勉
強
の
場
を
得
た
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
責
務
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気

に
写
真
を
楽
し
み
な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土
門
　
拳
　
著
『
写
真
作
法
』
か
ら

「
モ
チ
ー
フ
に
食
い
下
が
っ
て
撮
る
こ
と
」

　
目
に
見
え
る
も
の
を
通
し
て
、
モ
チ
ー
フ
の
内

面
へ
と
切
り
込
む
こ
と
で
こ
と
で
あ
る
。
切
り
込

ん
で
、目
に
見
え
な
い
内
面
を
再
び
目
に
見
え
る
も

の
、つ
ま
り
、
写
真
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

会
長
就
任
挨
拶

香 取 征 子
札　幌

れ
ら
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
道
写
協
と

写
真
道
展
の
会
計
年
度
を
一
つ
に
し
、
年
度
の
事

業
の
終
了
後
に
総
会
の
開
催
時
期
を
変
更
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
の
ご
意
向
を
確
か
め
、
変
更
を
決
断

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
共
催
の
北
海

道
新
聞
社
の
ご
意
向
も
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
規
約
の
規
定
で
は
総
会
の
出
席

者
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
支
部
長
会
議
が
総

会
を
代
行
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
審
査
会
員
の
意
向
は
全
く
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
支
部
長
に
は
審
査
会
員
は
な
ら
な
い

と
い
う
申
し
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
審
査
会
員
や

会
友
の
意
を
生
か
す
に
は
総
会
を
見
直
し
、
支
部

長
会
議
に
も
若
干
名
の
審
査
会
員
の
参
加
を
考

え
、
ゆ
く
ゆ
く
は
代
議
員
制
度
の
導
入
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ど
う
改
革
す
る
か
は
皆
さ
ん
の
意
向

に
よ
り
ま
す
。
何
卒
そ
の
意
を
ご
理
解
し
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
諸
経
費
の
問
題
で
す
。
写
真
道
展
は
道

新
か
ら
の
分
担
金
と
出
品
料
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
道
写
協
は
審
査
会
員
・
会
友
の
登
録
料
と
本

部
会
費
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、
今
日
の
社
会
情
勢
を

か
ん
が
み
ま
す
と
本
協
会
の
運
営
は
極
め
て
難
し

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
直
ぐ
に
値
上
げ

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
抜
本
的
に
経
費
の
節
約

並
び
に
事
業
の
合
理
化
な
ど
を
推
し
進
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。
そ
の
都
度
、

会
員
の
皆
様
に
お
諮
り
を
し
、
検
討
の
経
過
な
ど

の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
役
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
道
写
協
の
発
展
に

歩
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
重
ね
て
お
願
い
で
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
こ
そ
道
写
協
発
展
の
根
底
と
な
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

「
巡
回
展
の
補
助
の
増
額
を
！
」

巡
回
展
を
開
催
し
て
い
る
支
部
の
負
担
が
年
々

増
加
し
、
今
後
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
補

助
の
増
額
を
何
と
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◉�

ほ
か
に
も
沢
山
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
頂
き
ま

し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

六
、
規
約
改
定
（
改
正
の
み
記
載
）

「
北
海
道
写
真
協
会
規
約
」

第
1
章
総
則

第
1
条　
　

�

本
会
を
「
北
海
道
写
真
協
会
（
道

写
協
）」
と
称
す
る
。
以
下
全
文
で

「
本
協
会
」
を
「
本
会
」
と
改
正
。

第
2
章
　
　
目
的
お
よ
び
事
業

第
5
条　
　
「
学
生
写
真
道
展
」
を
削
除

第
4
章
　
　
組
織
お
よ
び
役
員

第
19
条
2　

�

顧
問
に
…
社
長
及
び
会
長
経
験
者

等
で
本
協
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

者
が
あ
た
る
。
…

第
21
条
1　

�

役
員
の
任
期
は
…
原
則
と
し
て
会

長
は

七
、
写
真
道
展
会
友
の
承
認

◉�

会
友
承
認
：
中
川
昌
子
（
岩
見
沢
）
大
場
宏
道

（
苫
小
牧
）
澤
岡
政
江
（
留
萌
）
澤
田
一
夫
（
札

幌
）
白
鳥
敏
昭
（
旭
川
）

八
、
審
査
会
員
・
会
友
の
退
会

◉�

審
査
会
員
：
（故）
本
郷
正
利
（
小
樽
）
（故）
田
村
健
太

朗
（
旭
川
）
内
山
明
子
、
森
田　

稔
（
札
幌
）

山
岸
幸
雄
（
栗
山
）
才
川　

稔
（
中
標
津
）
参

与
へ
申
請

◉�

会　
　

友
：
辻　

栄
子
、
紙
谷
重
行
（
札
幌
）

川
原
民
也
（
三
笠
）
佐
藤
精
一
（
苫
小
牧
）
伊

藤
三
郎
（
紋
別
）
粟
野
孝
市
（
小
樽
）
岡
本
雄

毅
、
小
坂　

隆
、
伊
藤
正
美
（
釧
路
）
森
木
欣

一
、
池
田
政
人
（
旭
川
）

佐
々
木
議
長
退
任
挨
拶
で
支
部
長
会
議
は
終
了

し
ま
し
た
。
支
部
長
の
皆
さ
ま
か
ら
活
発
な
論

議
、
ま
た
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

（
文
責
：
森
）
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顧
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�
五
十
嵐
正
剛　
加
藤　
利
器�

武
藤　
省
吾

会
　
　
　
長　
中
野　
潤
子

副
　
会
　
長　
西
澤　
　
實　
田
嶋　
英
夫

会
務
委
員　

�

山
下　
　
智　
瀧
野　
邦
安　

�

田
本　
　
實　
川
原　
静
雄　

�

香
取　
征
子

事
務
局
長　
河
江　
利
幸

事
務
局
次
長　
福
島　
恵
里

事
務
局
員　
秋
庭　
彰
徳

監
査
委
員　
水
野　
信
治　
壬
生　
賢
哉

�

（
六
月
二
十
日　
第
一
回
役
員
会
を
終
え
て
）

平成30年度写真協会一般会計決算報告（平成30年5月1日〜平成31年4月30日）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 内　　　訳
繰　越　金 137,579 137,579 前年度繰越金

年　会　費 1,943,000 1,820,000 △123,000 審査会員46名（新1名）、会友67名（新6名）会員297名
入　会　金 28,500 37,500 9,000 新入会員25名
登　録　料 105,000 120,000 15,000 審査会員1名　会友6名
諸　収　入 21 100,002 99,981 銀行利息2円　特別会計100,000
収 入 合 計 2,214,100 2,215,081 981

収入

収入合計－支出合計 267,973 次年度繰越金

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 内　　　訳

事　業　費 500,000 434,915 △65,085
道展巡回展（18万）公募保管料（9.8万）
支部年度賞・奨励賞等楯（13万）
表彰式関係他（3万円）

印　刷　費 300,000 293,436 △6,564 道写協ニュース年3回（25.5万）封筒他（3万）

会　議　費 320,000 372,711 52,711
支部長会議（25.5万）
各種会議・宿泊費（10万）

人　件　費 20,000 20,000 0 ホームページ費（2万）

交　通　費 280,000 237,740 △42,260 各会議・役員会・企画会議等（20万）支部審査員派遣旅費・要項検討委員会他（4万）
通　信　費 180,000 120,563 △59,437 郵送費、切手、電話代
事　務　費 100,000 116,801 16,801 事務連絡費、コピー事務用品一式
慶　弔　費 30,000 85,006 55,006 弔電、香典、見舞金
雑　　　費 20,000 15,936 △4,064 振込み手数料他
積　立　金 200,000 0 △200,000 記念事業積立金
予　備　費 14,100 0 △14,100 巡回展箱代他
繰り出し金 250,000 250,000 0 写真道展へ
支 出 合 計 2,214,100 1,947,108 △266,992

支出

特別会計積立金
　前年度繰越金　1,000,145＋利息4－第65回記念事業525,359＝474,790（70回展へ積立）

 
令
和
元
年
五
月
〜
令
和
三
年
五
月

�

役
員
（
敬
称
略
）

　
写
真
協
会
の
発
展
を
願
っ
て�

�

中
野　
潤
子

　
緑
濃
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
よ
う
な
責
の
重
い

任
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
巨
大
な

遺
産
を
綴
っ
て
、
今
日
に
至
っ
た
写
真
協
会
の
遺
産

を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
負
担
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
時
代
が
急
激
に
変
化
を
続
け
、

先
が
見
え
な
い
程
の
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
新
た
な
光
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
会
員
の

減
少
が
続
き
、
協
会
の
基
本
が
ぐ
ら
つ
き
始
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、
発
展
の
道
は
迷

路
に
は
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
本
協
会
の
最
大
の
事
業

で
あ
る
「
写
真
道
展
」
も
ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
中
、
新
た
な
副
会
長
や
事
務
局

長
、
会
務
委
員
と
も
ど
も
共
催
の
北
海
道
新
聞
社

の
ご
高
配
を
頂
き
な
が
ら
、
何
と
か
迷
路
か
ら
の
脱

出
を
は
か
ろ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
に
て
が
け
た
い
こ
と
は
、
総
会
の
日
程
の

変
更
で
す
。
従
来
の
日
程
は
、
写
真
道
展
の
終
盤

に
総
会
に
代
わ
る
支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

る
た
め
、
総
会
に
提
出
さ
れ
る
事
業
報
告
や
事
業

案
・
決
算
書
な
ど
実
際
と
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
写
真
道
展
の
決
算
書
は
前
年
度

に
実
施
済
の
も
の
で
あ
り
、
予
算
案
は
、
支
部
長

会
議
の
数
日
後
に
は
事
業
が
終
了
す
る
も
の
で

す
。
道
写
協
の
事
業
案
も
ま
た
し
か
り
で
す
。
こ

お
願
い

　
※
①
〜
⑤
は
左
記
担
当
者
へ
連
絡
、
依
頼
を

①
会
費
納
入　
川
原
　
静
雄

②
支
部
年
度
賞　
西
澤
　
　
實

③
新
会
員
の
会
員
証
・
バ
ッ
チ　
田
嶋
　
英
夫

④
支
部
成
績　
田
本
　
　
實

⑤
審
査
会
員
の
支
部
派
遣　
山
下
　
　
智

新
審
査
会
員
　『
私
の
抱
負
』

本
紹
介 �

　
写
真
を
始
め
て
よ
き
師
、
よ
き
仲
間
と
の
貴
重

な
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
道
写
協
札
幌
支
部
例
会
で

の
勉
強
の
場
を
得
た
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
責
務
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気

に
写
真
を
楽
し
み
な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土
門
　
拳
　
著
『
写
真
作
法
』
か
ら

「
モ
チ
ー
フ
に
食
い
下
が
っ
て
撮
る
こ
と
」

　
目
に
見
え
る
も
の
を
通
し
て
、
モ
チ
ー
フ
の
内

面
へ
と
切
り
込
む
こ
と
で
こ
と
で
あ
る
。
切
り
込

ん
で
、目
に
見
え
な
い
内
面
を
再
び
目
に
見
え
る
も

の
、つ
ま
り
、
写
真
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

会
長
就
任
挨
拶

香 取 征 子
札　幌

れ
ら
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
道
写
協
と

写
真
道
展
の
会
計
年
度
を
一
つ
に
し
、
年
度
の
事

業
の
終
了
後
に
総
会
の
開
催
時
期
を
変
更
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
の
ご
意
向
を
確
か
め
、
変
更
を
決
断

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
共
催
の
北
海

道
新
聞
社
の
ご
意
向
も
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
規
約
の
規
定
で
は
総
会
の
出
席

者
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
支
部
長
会
議
が
総

会
を
代
行
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
審
査
会
員
の
意
向
は
全
く
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
支
部
長
に
は
審
査
会
員
は
な
ら
な
い

と
い
う
申
し
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
審
査
会
員
や

会
友
の
意
を
生
か
す
に
は
総
会
を
見
直
し
、
支
部

長
会
議
に
も
若
干
名
の
審
査
会
員
の
参
加
を
考

え
、
ゆ
く
ゆ
く
は
代
議
員
制
度
の
導
入
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ど
う
改
革
す
る
か
は
皆
さ
ん
の
意
向

に
よ
り
ま
す
。
何
卒
そ
の
意
を
ご
理
解
し
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
諸
経
費
の
問
題
で
す
。
写
真
道
展
は
道

新
か
ら
の
分
担
金
と
出
品
料
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
道
写
協
は
審
査
会
員
・
会
友
の
登
録
料
と
本

部
会
費
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、
今
日
の
社
会
情
勢
を

か
ん
が
み
ま
す
と
本
協
会
の
運
営
は
極
め
て
難
し

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
直
ぐ
に
値
上
げ

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
抜
本
的
に
経
費
の
節
約

並
び
に
事
業
の
合
理
化
な
ど
を
推
し
進
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。
そ
の
都
度
、

会
員
の
皆
様
に
お
諮
り
を
し
、
検
討
の
経
過
な
ど

の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
役
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
道
写
協
の
発
展
に

歩
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
重
ね
て
お
願
い
で
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
こ
そ
道
写
協
発
展
の
根
底
と
な
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

「
巡
回
展
の
補
助
の
増
額
を
！
」

巡
回
展
を
開
催
し
て
い
る
支
部
の
負
担
が
年
々

増
加
し
、
今
後
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
補

助
の
増
額
を
何
と
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◉�

ほ
か
に
も
沢
山
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
頂
き
ま

し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

六
、
規
約
改
定
（
改
正
の
み
記
載
）

「
北
海
道
写
真
協
会
規
約
」

第
1
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第
1
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本
会
を
「
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海
道
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真
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会
（
道
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協
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と
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す
る
。
以
下
全
文
で

「
本
協
会
」
を
「
本
会
」
と
改
正
。

第
2
章
　
　
目
的
お
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事
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第
5
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「
学
生
写
真
道
展
」
を
削
除

第
4
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組
織
お
よ
び
役
員

第
19
条
2　

�

顧
問
に
…
社
長
及
び
会
長
経
験
者

等
で
本
協
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

者
が
あ
た
る
。
…

第
21
条
1　

�

役
員
の
任
期
は
…
原
則
と
し
て
会

長
は

七
、
写
真
道
展
会
友
の
承
認

◉�

会
友
承
認
：
中
川
昌
子
（
岩
見
沢
）
大
場
宏
道

（
苫
小
牧
）
澤
岡
政
江
（
留
萌
）
澤
田
一
夫
（
札

幌
）
白
鳥
敏
昭
（
旭
川
）

八
、
審
査
会
員
・
会
友
の
退
会

◉�

審
査
会
員
：
（故）
本
郷
正
利
（
小
樽
）
（故）
田
村
健
太

朗
（
旭
川
）
内
山
明
子
、
森
田　

稔
（
札
幌
）

山
岸
幸
雄
（
栗
山
）
才
川　

稔
（
中
標
津
）
参

与
へ
申
請

◉�

会　
　

友
：
辻　

栄
子
、
紙
谷
重
行
（
札
幌
）

川
原
民
也
（
三
笠
）
佐
藤
精
一
（
苫
小
牧
）
伊

藤
三
郎
（
紋
別
）
粟
野
孝
市
（
小
樽
）
岡
本
雄

毅
、
小
坂　

隆
、
伊
藤
正
美
（
釧
路
）
森
木
欣

一
、
池
田
政
人
（
旭
川
）

佐
々
木
議
長
退
任
挨
拶
で
支
部
長
会
議
は
終
了

し
ま
し
た
。
支
部
長
の
皆
さ
ま
か
ら
活
発
な
論

議
、
ま
た
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

（
文
責
：
森
）

2019年〈令和元年〉8月20日（火）発行 （2）第140号道　　　　写　　　　協2019年〈令和元年〉8月20日（火）発行第140号（3） 道　　　　写　　　　協



支
部
長
会
議
（
総
会
）
報
告

支
部
例
会
成
績

田
村
健
太
朗
氏
（
写
真
道
展
審
査
会
員
）
ご
逝
去

編
集
後
記

　

情
報
発
信
と
し
て
大
切
な
会
報
を
1
4
0
号
か
ら

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
原
稿
や
写
真
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す
。�

田
本
、
香
取

良
い
審
査
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

作
品
発
表
後
、
1
部
3
席
で
類
似
作
品
が
判
明

し
、
取
消
を
行
い
ま
し
た
。
応
募
の
際
「
二
重

応
募
」「
類
似
作
品
」
に
つ
い
て
は
十
分
に
注
意

さ
れ
ま
す
よ
う
、
応
募
者
へ
の
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

③
事
業
報
告
（
大
平
事
務
局
長
）

第
65
回
写
真
道
展
公
募
展
は
札
幌
（
入
館
者

3
、
４
６
５
名
）
を
皮
切
り
に
全
道
15
会
場
で

開
催
。「
２
０１

８
年
北
海
道
写
真
協
会
支
部
長

会
議
」「
第
65
回
記
念
写
真
道
展
表
彰
式
」「
祝

賀
会
」
を
5
月
20
日
に
開
催
。「
道
写
協
会
報
」

１
３
７
〜
１
３
９
号
発
行
。
審
査
員
の
派
遣
3

支
部
、
年
度
賞
楯
の
申
請
は
12
支
部
。

二
、
道
写
協
決
算
報
告
（
瀧
野
、
阿
部
会
務
委
員
）

決
算
報
告
で
は
、
会
員
数
の
減
少
に
よ
る
収
入

減
の
対
策
が
急
務
と
の
発
言
が
会
計
か
ら
成
さ

れ
ま
し
た
。

◉�

第
65
回
記
念
事
業
特
別
会
計
報
告
（
森
副
会
長
）

第
65
回
記
念
事
業
で
特
別
会
計
か
ら
支
出
し
た

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
収
支
に
問
題
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
計
監
査
報
告
（
川
原
監
査
委
員
）

◉�

関
係
帳
簿
、
通
帳
、
領
収
書
等
を
照
合
し
た
結

果
、
適
正
か
つ
正
確
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

と
の
報
告
あ
り
ま
し
た
。

三
、
事
業
計
画
（
大
平
事
務
局
長
）

第
66
回
写
真
道
展
作
品
展
（
札
幌
）
は
道
新

ぎ
ゃ
ら
り
ー
、D

O
-BOX

に
て
開
催
中
。
以
後

14
会
場
を
巡
回
。「
２
０１

９
年
審
査
会
員
・
会

友
作
品
展
」
5
月
23
〜
28
日
道
新
ぎ
ゃ
ら

し
て
、
北
海
道
の
写
真
文
化
に
と
て
も
大
き
な
貢

献
を
し
て
き
ま
し
た
。
道
新
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も

皆
様
と
一
緒
に
写
真
文
化
の
向
上
に
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
支
部
長
の
紹
介
後
、
議
長
選
出
で
室
蘭
支

部
長
の
佐
々
木
曻
氏
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

一
、
事
業
報
告

①
各
委
員
会
、
会
議
報
告

◎
写
真
協
会
関
係
（
大
平
事
務
局
長
）

役
員
会
5
回
、
企
画
委
員
会
1
回
、
又
拡
大
企

画
会
議
2
回
行
い
、
今
後
の
道
写
協
・
写
真
道

展
の
現
状
と
課
題
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。

◎
写
真
道
展
関
係
（
大
平
事
務
局
長
）

年
4
回
の
定
例
実
行
委
員
会
、
第
66
回
写
真
道

展
審
査
会
の
開
催
と
審
査
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

審
査
は
、
審
査
委
員
長
に
加
賀
谷
重
雄
氏
（
札

幌
）、
招
待
審
査
員
に
岩
井
直
樹
氏
（
札
幌
）
を

迎
え
3
月
2
・
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

か
ら
第
4
部
「
学
生
の
部
」
を
新
設
し
、
公
募

展
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

②
第
66
回
写
真
道
展
審
査
報
告（
瀧
野
実
行
委
員
長
）

公
募
の
出
品
数
は
5
、
１
３
７
点
、
出
品
者

４０４


名
（
支
部
会
員
１
７
１
名
42
％
）
今
回

か
ら
各
部
10
点
以
内
に
応
募
制
限
を
し
ま
し
た

が
、
応
募
者
・
点
数
で
は
影
響
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
入
賞
・
入
選
点
数
２
７
０
点
、
実

質
入
選
者
は
１
８
４
名
31
％
、
女
性
は
46
名
、

初
入
選
31
名
で
し
た
。
学
生
の
部
は
3
点
以
内

の
応
募
制
限
で
減
数
を
み
ま
し
た
が
、
効
率
の

　

5
月
19
日
（
日
）
北
海
道
新
聞
社
会
議
室
で
、

令
和
元
年
度
支
部
長
会
議
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
に
は
22
支
部
長
が
参
加
、
武
藤
省

吾
顧
問
か
ら
「
昨
年
本
郷
会
長
が
急
逝
し
、
私
が

会
長
代
行
と
し
て
本
支
部
長
会
議
ま
で
執
行
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
会
員
の
高
齢
化
と

会
員
数
の
減
少
は
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
道
写
協
、
写
真
道
展
の
抜
本
的
改
革

の
必
要
性
か
ら
拡
大
企
画
会
議
を
2
回
開
き
、
今

支
部
長
会
議
で
改
革
案
を
提
案
す
べ
く
論
議
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
結
論
に
至
ら
ず
断
念
し
ま
し

た
。
次
期
新
役
員
に
継
続
審
議
と
し
て
委
ね
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
審
査
会

員
、
会
友
の
退
会
が
多
く
重
な
り
組
織
体
制
の
危

機
を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
日
の
支
部
長
会
議
で
活

発
な
提
言
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
北
海
道
新
聞
社
事
業
セ
ン
タ
ー
事
業

委
員
の
塩
野
谷
泰
宏

氏
か
ら
「
役
員
、
支

部
長
の
皆
様
に
は
日

頃
の
活
動
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
30
年
程
前
に
道

写
協
の
担
当
を
し
た

こ
と
が
あ
り
懐
か
し

く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
道
新
と
道
写
協

と
は
写
真
道
展
を
通

り
ー
。「
令
和
元
年
北
海
道
写
真
協
会
支
部
長
会

議
」「
第
66
回
写
真
道
展
表
彰
式
」
を
5
月
19
日

に
開
催
。
道
写
協
会
報
発
行
（
１４０


〜

１４

２
号
）
審
査
会
員
支
部
派
遣
、
支
部
年
度

賞
授
与
は
継
続
実
施
。

第
67
回
写
真
道
展
の
応
募
受
付
は
令
和
2
年
2

月
1
〜
10
日
、
審
査
は
同
年
2
月
29
〜
3
月
1

日
。「
第
67
回
写
真
道
展
」
5
月
14
〜
19
日

「
２
０
２
０
年
度
審
査
会
員
・
会
友
作
品
展
」
5

月
21
〜
26
日
両
展
会
場
道
新
ぎ
ゃ
ら
り

四
、
令
和
元
年
会
計
予
算
（
瀧
野
、阿
部
会
務
委
員
）

会
計
予
算
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
第
65
回
写
真
道
展
・
作
品
集
会
計
報
告

（
小
室
、
五
東
実
行
委
員
）
支
部
長
会
議
席
上

で
、
写
真
道
展
・
作
品
集
の
会
計
報
告
が
行
わ

れ
、
問
題
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉�

質
疑
応
答　

支
部
か
ら
の
主
な
質
問
と
要
望
の

回
答
で
す
。

「
支
部
年
度
賞
の
贈
呈
内
容
に
つ
い
て
」

支
部
年
度
賞
贈
呈
は
、
会
員
10
名
以
上
は
1
万

円
、
9
名
以
下
は
5
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
例
会
以
外
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
お
い

て
も
同
様
の
取
扱
い
で
、
年
1
回
の
み
の
申
請

で
す
。

「
記
念
回
の
表
彰
に
つ
い
て
」

記
念
回
で
の
功
労
賞
、
感
謝
状
の
表
彰
は
特
別

な
も
の
で
は
な
く
毎
回
行
っ
て
い
る
表
彰
と
同

一
で
す
。

「
学
生
の
部
の
応
募
点
数
3
点
以
内
は
厳
し
い
の
で

は
」応

募
作
品
の
大
幅
な
減
数
と
な
り
ま
し
た
が
、

審
査
の
効
率
化
と
応
募
者
の
選
択
の
意
識
向
上

が
見
ら
れ
ま
す
。

「
記
念
回
に
お
け
る
審
査
委
員
長
の
招
聘
に
つ
い

て
」（
要
望
）

記
念
回
で
の
著
名
な
写
真
家
の
招
聘
は
、
審
査

だ
け
で
は
な
く
講
演
会
又
は
表
彰
式
参
列
に
つ

い
て
も
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
ほ
し
い

「
会
友
へ
発
送
し
て
い
る
会
報
の
取
扱
い
」

支
部
長
の
要
望
で
、
会
友
個
人
に
発
送
し
て
い

る
「
会
報
」
は
、
１４０


号
か
ら
支
部
発
送
の

中
に
同
封
し
ま
す
。

追
悼
　
　
田
村
健
太
朗
先
生
！

　

今
年
の
3
月
12
日
、
家
族
旅
行
中
突
然
の
体
調
不
良

に
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
89
歳
で
し
た
。

　

田
村
先
生
の
訃
報
の
知
ら
せ
は
、
家
族
葬
を
終
え
て

自
宅
へ
帰
ら
れ
た
14
日
の
お
昼
頃
で
し
た
。
信
じ
ら
れ

な
い
驚
き
と
悲
し
み
の
交
錯
し
た
中
で
、
弔
問
に
伺
い

例
会
で
も
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
2
月
の
例
会
で

は
、
元
気
な
お
姿
で
現
在
の
写
真
に
対
す
る
想
い
を
熱

く
語
っ
て
く
れ
て
い
た
お
姿
が
、
今
も
浮
か
び
ま
す
。

只
々
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
、
美
瑛
町
で
仲

間
の
勧
め
で
写
真
に
出
会

い
、
以
後
道
写
協
旭
川
支

部
創
設
と
同
時
に
入
会
。

志
賀
先
生
と
共
に
活
躍
。

支
部
の
活
動
で
は
「
支
部

旭　

川　
支
部
長　

白
鳥
敏
昭

▽
3
月
例
会
（
14
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
②
小
山
満
③
池
永
靖
子
④
佐
藤
繁
雅
⑤
佐
藤
祐
子

（
入
選
）
森
田
正
義
・
吉
田
祥
子
二
点

白
鳥
敏
昭
・
宮
野
和
子
二
点
ほ
か

▽
4
月
例
会
（
11
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
③
吉
田
清
治
郎
②
吉
田
祥
子
④
上
平
秀
美
⑤
森
田

正
義
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
・
吉
田
祥
子

宮
野
和
子
二
点
・
池
永
靖
子
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
9
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
⑤
小
山
満
②
森
田
正
義
③
山
崎
厳
④
佐
藤
祐
子

（
入
選
）
森
田
正
義
・
臼
田
忠
雄

宮
崎
哲
夫
・
山
本
義
則
二
点
ほ
か

▽
6
月
例
会
（
13
日　

馬
場
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
吉
田
祥
子
②
浦
島
寛
③
森
田
正
義
④
臼
田
忠
雄
⑤

小
山
満
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
・
浦
島
寛

吉
田
祥
子
・
森
田
正
義
・
宮
野
和
子
二
点
ほ
か

札　

幌　
支
部
長　

山
形
典
夫

▽
4
月
例
会
（
19
日　

山
下
智
審
査
会
員
選
考
）

報
の
発
行
」
を
手
掛
け
仲

間
と
の
交
流
を
図
る
。
自

身
は
「
白
鳥
」「
ア
オ
サ

ギ
」「
大
雪
の
山
」
そ
し
て

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
に
魅
せ
ら

れ
活
躍
。
ま
た
、「
富
士
コ

ン
」
で
は
大
賞
を
受
賞
し

各
地
で
作
品
展
を
開
催
。

　

道
写
協
で
は
各
種
大
臣

賞
受
賞
、
審
査
会
員
、
審

査
委
員
長
を
2
度
歴
任
さ

れ
支
部
は
も
と
よ
り
本
部

で
も
大
い
に
活
躍
し
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
よ
り
の
ご
冥
福
を
会
員
の
皆
様
と
共
に
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

�

（
写
真
道
展
審
査
会
員　

馬
場
和
美
）

①
安
田
敏
彦
②
朝
日
美
幸
③
今
明
美
④
古
川
敬
子
⑤
米
澤
三
千

代
⑥
渡
辺
勝
⑦
浦
崎
毅
子
⑧
飯
高
光
紀
⑨
朝
日
均
⑩
藤
田
昌
宏

▽
5
月
例
会
（
17
日　

武
藤
省
吾
道
写
協
顧
問
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
澤
田
一
夫
③
浦
崎
毅
子
④
渡
辺
勝
⑤
尾
張
一
博

⑥
林
繁
造
⑦
今
明
美
⑧
藤
田
昌
宏
⑨
朝
日
均
⑩
脇
田
健
司

▽
6
月
例
会
（
21
日　

長
谷
川
純
一
特
別
講
師
）

①
渡
辺
勝
②
安
田
敏
彦
③
浦
崎
毅
子
④
林
繁
造
⑤
坂
本
千
恵
子

⑥
飯
高
光
紀
⑦
難
波
江
⑧
大
野
信
子
⑨
今
明
美
⑩
原
禎
子

室　

蘭　
支
部
長　

佐
々
木　

曻

▽
3
月
例
会
（
22
日　

審
査
互
選
）

①
成
田
正
利
②
大
坪
恵
子
・
齋
藤
ま
す
み
③
田
村
謙
次
・
今
井

富
夫
・
蒲
野
進
（
入
選
）
鳥
海
政
史
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
24
日　

中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
田
村
謙
次
②
成
田
正
利
③
齋
藤
ま
す
み
・
太
田
秀
樹
・
大
坪

恵
子
（
入
選
）
吉
井
良
平
・
森
美
津
雄
ほ
か

▽
平
成
30
年　

年
度
賞

①
田
村
謙
次
②
齋
藤
ま
す
み
③
太
田
秀
樹
④
成
田
正
利
⑤
鳥
海

政
史
⑥
蒲
野
進
⑦
今
井
富
夫
⑧
尾
形
和
雄
・
佐
藤
俊
晴
⑩
大
坪

恵
子余　

市　
支
部
長　

一
戸
弘
利

▽
3
月
例
会
（
16
日　

審
査
互
選
）

①
②
④
石
岡
誠
三
②
③
塩
野
謙
造
③
④
谷
橋
誠
子
④
後
藤
芳
江

▽
5
月
例
会
（
11
日　

審
査
互
選
）

①
⑥
⑧
⑨
石
岡
誠
三
②
青
木
延
広
③
⑥
谷
橋
誠
子
④
⑤
小
野
寺

宏
弥
⑦
⑨
塩
野
謙
造
⑦
後
藤
芳
江

小　

樽　
支
部
長　

川
原
静
雄

▽
5
月
例
会
（
8
日　

小
泉
和
子
審
査
会
員
選
考
）

①
⑤
一
條
周
一
②
嵯
峨
秋
雄
③
松
居
秀
昭
④
根
本
辰
男

▽
7
月
例
会
（
3
日　

川
原
静
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
嵯
峨
秋
雄
②
⑤
一
條
周
一
③
根
本
辰
男
④
松
居
秀
昭

函　

館　
支
部
長　

松
山
浩
司

▽
1
月
例
会
（
23
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
②
渡
部
啓
二
②
荒
木
憲
幸
③
小
池
貞
子
・
七
崎
美
雪

（
入
選
）
宗
山
和
夫
・
岩
佐
敏
子
・
松
山
浩
司
・
佐
藤
眞
奈
美
・

圡
田
多
江
子
・
岩
本
一
志
ほ
か

▽
3
月
例
会
（
27
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
岩
佐
敏
子
・
渡
部
啓
二
②
小
池
貞
子
③
荒
木
憲
幸

圡
田
弘
志
（
入
選
）
宗
山
和
夫
・
岩
本
一
志
・
佐
藤
眞
奈
美
・

菅
野
博
也
・
圡
田
多
江
子
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
22
日　

石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
松
山
浩
司
②
圡
田
弘
志
③
菅
野
博
也
・
圡
田
多
江
子
（
入

選
）
岩
佐
敏
子
・
荒
木
憲
幸
・
八
木
橋
修
悦
・
宗
山
和
夫
ほ
か

留　

萌　
支
部
長　

﨑
出
恒
夫

▽
4
月
例
会
（
14
日　

審
査
互
選
）

①
②
③
松
葉
師
正
③
畑
忠
幸
④
川
上
正
己
⑤
崎
出
恒
夫

▽
5
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
加
藤
美
佳
①
②
崎
出
恒
夫
①
②
畑
忠
幸

▽
6
月
例
会
（
9
日　

審
査
互
選
）

①
③
松
葉
師
正
①
畑
忠
幸
②
③
澤
岡
政
江
③
川
上
正
己

▽
7
月
例
会
（
7
日　

審
査
互
選
）

①
①
加
藤
美
佳
②
③
畑
忠
幸

栗　

山　
支
部
長　

黒
田
幸
則

▽
6
月
例
会
（
28
日　

審
査
互
選
）

①
②
中
島
武
士
②
③
敦
賀
千
恵
子
③
斎
藤
優
子

黒
田
幸
則
（
入
選
）
斎
藤
優
子
・
中
島
武
士
ほ
か

恵　

庭　
支
部
長　

西
澤　

實

▽
5
月
例
会
（
13
日　

審
査
互
選
）

①
田
中
康
夫
②
佐
野
ミ
ヨ
③
吉
村
剛
・
菅
井
正
俊

神
能
俊
行
⑥
菅
原
恵
子
⑦
中
岡
正
美
・
吉
村
登
美
子

中
村
忠
司

▽
6
月
例
会
（
10
日　

審
査
互
選
）

①
菅
原
恵
子
②
西
澤
實
③
加
藤
憲
秋
・
吉
村
登
美
子
⑤
中
岡�

正
美
⑥
佐
野
ミ
ヨ
・
村
井
正
人
・
菅
原
正
俊

田
中
康
夫
・
吉
村
剛

▽
7
月
例
会
（
8
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
加
藤
憲
秋
②
田
中
康
夫
③
村
井
正
人
④
吉
村
登
美
子
⑤
五
東

建
夫
⑥
西
澤
實
⑦
神
能
俊
行
⑧
菅
原
恵
子
⑨
佐
野
ミ
ヨ

釧　

路　
支
部
長　

石
川　

隆
▽
5
月
例
会
（
9
日　

奥
野
時
夫
審
査
会
員
選

考
）

①
長
尾
芳
文

②
中
嶋
淳
一

③
蛯
名
昇

④
北
野
宏
幸

⑤
林
田
定
昭

⑥
高
橋
米
子

▽
7
月
例
会
（
11
日　

工
藤
二
男
審
査
会
員
選

考
）

①
橋
本
憲
一
②
高
橋
米

子
③
松
坂
正
彦
④
長
尾
芳
文
⑤
片
平
信
之
⑥
冨
田
智
春

撮
影
会
（
6
月
11
日　

片
村
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
蛯
名
昇
②
中
嶋
淳
一
③
橋
本
憲
一
④
松
坂
正
彦
⑤
石
川
隆
⑥

高
橋
米
子

岩
見
沢　
支
部
長　

鈴
木
佳
夫

▽
5
月
例
会
（
8
日　

審
査
互
選
）

①
中
神
由
美
子
・
中
川
昌
子
③
松
本
久
子
④
友
広
茂
夫
・
鈴
木

佳
夫

▽
6
月
例
会
（
12
日　

審
査
互
選
）

①
④
中
川
昌
子
②
中
神
由
美
子
③
輪
島
礼
子
④
山
崎
正
義

▽
7
月
例
会
（
10
日　

審
査
互
選
）

①
④
中
川
昌
子
②
③
岩
井
郁
美
④
木
村
克
己

道写協
北
海
道
写
真
協
会

事
務
局
■
札
幌
市
中
央
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大
通
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文
化
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第140号

支部長会議風景

5月例会1位「季節はずれ」� カラー長尾芳文

授　与
道新文化事業社社長
　山崎　隆志氏

受　賞
写真道展大賞
　水谷　晃さん

表彰式風景

2019年〈令和元年〉8月20日（火）発行 （4）第140号道　　　　写　　　　協2019年〈令和元年〉8月20日（火）発行第140号（1） 道　　　　写　　　　協


